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じめに・・・学びの 目

2.

祈 りにおいて、次の 3つのよ_と を型書から学びま t/た し

(1)利、た らの折 りの対象は、父なる|||で・1.

(2)l_/、たちは、主イエス 。キ リス トの御

“

1に よつて杓「ります。イエスは、人において父

なる神の右に座 tン 、大祭 i」 と lノ て ll｀ たちのために執 り成 l′ てくださいます。

(3)祈 りの助けは、私たちの内に住んでくださっている聖霊によります。私たちがどの

ように祈ってよいのか、わからないときで も、聖霊が助けてくださり、共に祈って

くださいます。

では、賛美はどうなので tノ ようか0次の 3つ のポイン トに洒i意 して、聖書を学びます。

(1)賛美の対象 :賛美は神様をほめたたえ_る ことですが、祈 りと1司 様に、賛美の対象は

父なる神 と言え_る ので t′ ょうか.それ と1)、 イエス様や聖霊を 1)、 ほめたたえてよ

いので しょっか。

(2)賛美の内容 :賛美歌の中には、神右fほ めたたえる内容だけでなく、信仰者の証 しや

励ましなども t・ ります。そ うい う内容 1)、 賛美といつてよいので しょうかc

(3)賛美の方法 :教会音楽は、伝統的 |「 は聖歌隊とオルガンとい う形式ですが、教会に

よっては、ギターや ドラムを用いた り、踊った りすること t)あ ります.そ のような

賛美の方法は、ネ|,141〔 ふ さわ しいので し́ょうかぃ

レ:二||ブ′IJ
l.イ スラエル民族草創刃|に おける賛美 (れ |力i前 1500年 頃 )

2 ダビデ王とソロモン上の時代における賛美 (紀元前 1000年 頃 )

3 賛美の本質 詩篇 33:1～ 3

4 賛美の内容

5 賛美 と聖霊 エペ ソ5:18～ 21

6 賛美 ヒlf難 詩篇 63

].イ スラエル民族草倉J期 における賛美 (紀ブF前 1500年頃 )

(1)イ スラエル十二部族の うち、メシアが出るのはユダ族から.ユ ダ=ほ めたたえる

(2)出 エジブ ト記で、は じめて 「歌 |が 7卜 場する。奴隷状態から解放 され、エジプ ト軍

の11撃か ら救われた者たちが、その喜びととt)に 神をほめたたえ_た .

(D モー tイ とイスラエル人は、主lf F]Iか つて、こ_の 歌を歌つた。。(出 15:1～ 18)

0 アロンの姉、女預言者ミリヤユ、はタンバリンを手に取り、女たちもみなタンバ

リンを持って、踊りながら彼女について出て来た.・ ・ 。(出 15:20～ 21)

(3)モー1で の幕屋には、楽器はなかつた

0 祭 I司 が着る青服の

'そ
に、企の鈴をつける.聖所に入り、主の前に出るとき、

またそ」を去るとき、その音が‖‖rぇ るようlfす る.彼が死なないためであるc

(と[128:31´ 3ヽ5) ―→  |1113f)i25

0 井Ffの 歌 (民 21:16～ 18)

O r_と わざを嘱え_る 者た1ち の歌 (It 21:27～ 3())

:り|||)::==



① まとめ :モ ーヤの幕屋の器具の中に、音を発する()の は金の鈴だけ。楽器は一

り」持ち込まれ 4tい 6歌は、イスラエルの民に神が [´ てくださつたみわざなどを

教え党え_さ l」 るための手段r

2 ユダ族のダビデIと ソロモン11の 1寺 代における賛美 (れ 1元前 1000年 頃)

(1)ダ ビデがエルサレムを都とした最初の午 (ダ ビデ 37歳 )、 グビデは初めて、楽器と

歌による本仕者を立てて、 1三 なるネ11を ほめたたえた.

①  【ダビデの暮 ll・ 】神の箱のために場所を定め、そのために天幕を張つた (I歴

15:1)

② ダビデとイスラエルの全家はすべての1)み材のもので、立琴、琴、タンバリン、

カスタネット、シンバルを打し嗚らして、主の́前rハ勁 の1握
1/庁誕翠■2■ (I

サム 6:5)

0 ダビデは、主の前で、力の限り踊つた.ダ ビデはTl麻布のエボデをまとってい

た (Iサ ノ、6:14)・ ・。こごろf〕 きが耳心サ・かしけ
ゞ
もイ貪くネ果に′ミるように (6:20)

① ダビデはレビ人のつかさたちに、彼らの同族の者たちを、十弦の琴、立琴、シ

ンバルなどの楽器を使う歌うたいとt′ て立て、二びの声を上げ

`は
うよ

う命じた「そJで レビ人は、ヨエルのF卜IJ、 ベレクヤの子|アIヨ、クシヤ
ヤの子‐||″

'レ

立てた(I ll1 15:16～ 21)

⑤ 歌うたいは、ヘマン、アサフ、エタン.彼 らは青銅のシンバルをlllい て歌つた。

ゼカリヤ、アジエル、シェミタモテ、エヒエル、ウニ、エリアブ、ベナヤは、

十弦の琴を用いてアラモテに合わせた.マティテヤ、コ1リ フェレフ、ミクネヤ、

ォベデ・エ ドム、エイエル、アザズヤは、人弦の立琴に合わせて指揮 ヒ′た (I

It17 1 5:19～ 21)

O ダビデはl‐|]]1!いヽ ¢2ムを身|[ま とっていた。箱をかつぐすべてのレビ人、歌う

うたいたち、ィ守物係長ケナヌヤ、歌うたいたちt)、 ll・ l様であっ́た_(1歴 15:

27)

① レビ人の中のある者たちを、主の箱の前で仕えさせ、イスラエルの神、主を覚

えて感謝 tン 、ほめたたえるようにした。・・常に神の契約の箱の前にいたcそ

の旦rッ ,1ェ グ́ビデll初めてアサ7上その■,弟たち生月11)「(二主を1■0た /―え

た.・ ・ 。彼は、その場|]i、 すなわち、主の契約の箱の前に、アサフとその兄J

弟たちをとどめておき、■月、12J」 課として、1常 に箱の前で仕えさせた。・・・

(ギ ブオンの高き所l~あ る主の(ilよ いの前には)彼 ら (祭 司ツァドクたち)と

と1)に 、ヘマン、エ ドトン、そのllll.、 はつきりと名の示された者で、選ばれた

者たちを置き、主をほめたたえさせた (I歴 16:]～ 42)

(2)33年後、ダビデの治 1性 の終わりlrは (ダ ビデ 70歳 )、 賛美の奉仕者たちは、人数

は多くなり、奏楽の技量 1)|=が り、指揮者には頂言の賜物も与‐えられた。

ll レビ人、30歳以上l、 3万 8下 り4千 人は、ダビデが賛美するために作った楽器

を手にして、主を賛美する者 (I歴 23:3～ 5)

② ダビデと将軍たちは、アサフとヘマンとエ ドトンの子らを奉仕のために取り

分け、立琴と十弦の琴とシンバルを1)つ て預三するまiと t′ た.・ ・・王の上兄

者ヘマン (5節 )
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0 24の組×12人 マoa人、́主にとさげる歌の副練を受けた彼らの同族、彼らは

みな達人であつた (I歴 25:1～ 31)

①  【ネ中殿建設へ】神殿の(li様 書 御霊によリダビデが示されていた。「主の手に

よる書き物」 (1歴 28:11～ 19)

(3)ダ ビデが定めた賛美の利1織 とIJ課 は、ソロモンの神殿に引き継がれたc

●  【ソロモンの神殿本献のときlま た、歌うたいであるレビ人全員 t)、 すなわち、

アサフ t〉
ヘマン 1)エ ドトン1)彼 らの子らt)彼 らのプ,弟 た t,1)、 ltl]I麻布を身

にまとい、シンバル、1弦の琴および「ヾ琴を手にして、祭壇の東側に立ち、120

人の祭司たち t)彼 らとと()に いて、ラッパを吹き鳴ら tン ていた0ラ ッパを吹き

鳴らす者、歌うたいたt,が 、まるでひとりで 1)あ るかのように一致 tン て歌声を

響かせ、主を賛美 t´ 、ほめたたえた。そして、ラッパとシンバルとさまざまの

楽器をかなでて ,十
ドをあげ、 lj}ilま まitと にいつくしみ深い.そ の恵みはとこヒ́

えまでJと 主に1占 |か つて賛美した.そのとき、その官、すなわち主の官は雲で

満ちた。祭舌|た ちは、その雲 l~さ えぎられ、そこに立って仕えることができな

かった。主の栄光が神の官に満ちたからである (H歴 5:12～ 14)

② イスラユlル 人はみな、火が 卜り、主の栄光がこの官の Lに現.れ たのを見,て 、ひ

ざをかがめて顔を地lliの 敷了|に つけ、伏 し拝んで、
「
主はまことにいつくしみ

深い。その点みはとこ t′ えまでJと 主をはめなたえた (Π 歴 7:1～ 3)

0 祭 `Jた ちは、その務めに従つて立ち、レビ人も、主の楽を奏する楽器を手にヒ′

て立っていたciれは、グビデ■iが 作つた 1)の であり、ダビデが彼らの奏楽に

よって賛美したとき、「主のI漿みはとrt′ ぇliで |と 主 /1・ はめたたえるための

楽器であつた。また、祭司たちは、彼らの前でラッパを吹き|1烏 らしており、全

イスラエルはた1ヽアtン ていた (H ltr 7:6)

0 彼はその父ダビデの定めに従い、祭司たちの細わけを定めてその務めにつか

せ、レビ人 t)そ の任務 |「 つかせ、毎日の日課として、祭●|た ちの前で賛美と奉

イ|:を させた.・ ・・神の人ダビデの命令がこうだったからである (Ⅱ 歴 8:12
ヽ 16)

(4)モ ー 1イ の暮屋 はギブオンか ら移 され神殿 に運び こまれた (I列 8:4、 Ⅱ歴 5:5)

(5)賛美の奉仕者 は、 レビ族の 3氏族すべてか ら立て られた。

① レビ族は、ゲルショム、クィ)ア 、メラリの3氏族

② ケハテIIt族 は、さらに、ア

^フ ^、

イツハル、ヘブロン、ウジエルの4支族に.

0 アムラムの′申、了‐が、アロ´とモーセ.ア ロンの家系のみが祭司。

0 イツハルの虐、子が、7フ .い とIのアロンとモーセに反抗cコ ラ事件 (民 16:

1～ 35)→  コラの子たちは死ななかつた (民 26:11)

0 +師・預言者サムエル

⑥ サムエルの長男ヨエル (1サ ム8:]～ 3)

⑦ 墜マ」←ヨエル←圧ムエコ←…・三Й←イツハル← ケハテ← レビ (I歴 6:

(3 レ|'′ |は、ヘマンの右に立ってイト
'た

.グルショムの家系(1歴 6:39～ 43)

。 卜|″|ン|は、′ヽマンの左|「 立ってイ:え た。メラリの1家系(I歴 6:44～ 47)
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3 賛美の本質 詩篇 33:]～ 3

4.

|≡びIヨ、正 t′ き者たちよ、主にあつて・直ぐなる者にふ さわ し′き 1)の 、それは賛美。

ぼ議III、 主三に 。立琴をもて、十弦の琴を t)て 、調べをかなでてたたえ_よ 、彼をc

豚111月、彼に、新 しき歌を・巧みに弦をかき鳴らして、ラッパの音とともに。

(1)

(2)

③

歌い

①

1惑謗す

賛美の内容

(1)詩篇 48の表題

① 歌  asong lNlシール、シーラゥ ←Ill詞 シール、シュォル sing 歌う

② 賛歌 apsalm l‐ ‐ミズ。モゥル  楽器で奏でる曲、音階をつけた詩

③ lヨ ミズ・モゥル く
[Jイ ッ了ィレ ニ弦を指ではじく、弦楽器を演奏する、音

楽を奏でる (と きには、声を伴って)

(2)言寺篇 52の表題

C マスキール 1引サ ゥ・カル  用意周チ1で 注意深い、従って理性的であること

→ よく考え_る 、教える、教詞を与え_る

(3)詩篇の内容

0 貞接的な賛美 :神 をほめたたえ_る 、神に感謝する、神に求める

● 膚1接的な賛美

● 教え :力 ||が どのようなみわざをイ丁オフオし́たか、ネ申とはどういうお方か、ネ中は

何をよしとされるかといつた教え

● 証 し:自 分がネ中によつて救われたこと、神によって支えられていることの

言正lン

● 勧め :人 々へのillめ

● 警告 :不信仰者への警告

賛美 と型霊 エベ ソ5:18～ 215

(3)

(4)

霊に満たされなさし (18節 )→その具体的な命令が次の 4つ

語りなさい、自分たち自身に、詩と賛美と霊の歌を1)つ て.

0 詩と賛美 psalms and hylllns 楽1晰 と賛美歌二詩和活のこと

0 霊の歌 songs spi五tual 新しい歌 (11分 ひとりで自分に語るときには、異言

の歌も含まれると考えられる、参考 Iコ リ 14:]5)

自分たち自身に (参 考、同 じ言葉についての計く ロマ 6:11、 13、 16)

、また賛美し4貪 さい、イ)か ら、
「

:IP11,J.
賛美 しなさい pSalming 楽器を奏でる、ときには声を伴って歌う

しなさい、いつ 1)、 す′ざこのことについて、

たちの主イエス・キ リス トの徒|夕1において、神すなわち人の父に

(5)仕えなさい、互いに、キ リス ト (写 本によつては神)を恐れ尊んで。

賛美 と苦難 詩篇 63

(1)表題  「ダビデの賛歌.彼がコダのIt野 にいたときにJ

(2)1節  水のない、砂漠の衰え果てたl‖1で、・・・

(3)2節  よう t′ て聖所で、あなたを仰ぎり.て います.

(4)7節 御翼の陰で、私は再び歌います「


